CCM-02-A 様式1-2
認証申請書(PP) [footnoteRef:1] [1:  本申請の各項目は認証書等にそのまま転記されますので、正確に記入してください。また、認証申請手数料請求先が申請者と異なる場合は、事前にご相談ください。] 


　　　　年　　月　　日
独立行政法人情報処理推進機構
　理事長　齊藤　裕　殿
住所
申請者の名称　　　　　　　　	印
所属、役職
申請責任者　　　　　　　　　	印

「ITセキュリティ認証等に関する要求事項」(CCM-02) に基づき、以下のとおり申請します。

	PPの名称：
PPのバージョン：

	申請担当者名[footnoteRef:2] (所属)： [2:  申請業務に関し、認証機関との実務を担当する方の氏名及び連絡先を記入してください。必要に応じて副(1名)を設けることができます。] 

連絡先 (〒、住所、Tel、E-mail) ：


	評価機関名：
　責任者名：
　連絡先 (Tel、E-mail) ：


	PP作成者名称[footnoteRef:3]： [3:  PP作成者が申請者と同じ場合も記入してください。] 

　責任者名 (所属) ：
　連絡先(〒、住所、Tel、E-mail) ：

	PPによる調達者[footnoteRef:4]： [4:  本情報は公開されません。調達者が申請者と同じ場合にも記入してください。存在しない場合は「調達者なし」に■を記載し、その理由を( )内に記入してください。政府調達にそぐわない又は調達者が明確でない場合、申請を受け付けないことがあります。] 

　名称：
□調達者なし (                                                       )

	□「申請者の名称」を【プロテクションプロファイルスポンサーの名称】として記載する

	評価基準[footnoteRef:5] [5:  CC/CEM V3.1 R5を適用する認証申請は2024年5月31日まで申請可能です。また、CC/CEM以外の参照する評価方法等がある場合は「その他」に評価方法の参照文書名を記入してください。] 

評価方法
	□ CC:2022 R1 (日本語版) 、CEM:2022 R1 (日本語版)
□ CC:2022 R1 (英語版) 、  CEM 2022 R1 (英語版)
□ CC V3.1 R5 (日本語版) 、CEM V3.1R5 (日本語版)
□ CC V3.1 R5 (英語版) 、  CEM V3.1R5 (英語版)
□ その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	保証パッケージ：


	適合する既認証PP名 (存在する場合) ：


	製品分野[footnoteRef:6]： [6:  スマートカード等、ハードウェア特有の攻撃手法及び脆弱性分析が求められる製品のPPの場合はハードウェアを、それ以外はソフトウェアを選択してください。] 

□　ソフトウェア
□　ハードウェア（スマートカード等）

	関連するPP[footnoteRef:7] [7:  過去に申請者が申請した案件で、本申請と類似又は特に参考となるものがあれば記入してください。] 

	□有
認証識別 (評価中の場合は受付番号) ：
PPの名称：
□無

	PPの概要：


	認証情報の公開[footnoteRef:8] (いずれかを選択) ： [8:  非公開で申請した情報は、公開への変更 ( 3→2、3→1、1→2) ができませんので、ご注意ください。
　評価・認証中の情報公開を希望する場合は、「認証中案件の掲載依頼書」(CCM-02-A 様式11) により依頼ください。“３”を選択した場合は、掲載依頼はできません。] 

□１  PPの概要、申請者名、及び評価機関名のみ公開する。
□２  １の情報の他、PP及び認証報告書を公開する (CCRA相互承認対象) 。
□３  公開しない。

	法人格を証明できる書類の添付 (いずれかを選択) ：
□  本申請に添付
□  既申請案件で提出済み
申請受付日：　　　年　　月　　日
受付番号：　　　　　　　　
□  同日申請別案件に添付





	（認証機関記入欄）
	受付番号
	
	(2023-11)




